
　
紙
面
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ

た
り
、
凝
っ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
に

役
立
つ
の
が
「
箱
組
」
。
段
間

の
サ
イ
ズ
を
変
更
で
き
る
な

ど
、
通
常
の
紙
面
よ
り
柔
軟
な

指
定
が
出
来
る
分
、
設
定
は
少

し
難
し
い
。
た
だ
し
、
作
成
の

際
に
は
、
見
出
し
と
同
様
に
、

大
き
さ
に
応
じ
た
一
般
的
な
パ

タ
ー
ン
を
列
挙
。
事
前
に
大
体

の
形
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
れ

ば
、
面
倒
な
設
定
作
業
を
省
略

で
き
る
。

　
段
間
は
、
１
段
目
の
上
と
、

最
下
段
の
下
に
も
作
れ
る
。

　
紙
面
の
記
事
は
基
本
的
に
、

共
通
の
フ
ォ
ン
ト
を
使
う
が
、

箱
組
だ
け
フ
ォ
ン
ト
や
サ
イ
ズ

を
変
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
い
っ
た
ん
作
成
し
た
箱

組
の
設
定
変
更
画
面
は
、
紙
面

設
定
と
ほ
ぼ
同
一
。
覚
え
た
設

定
方
法
を
活
用
で
き
る
。
余
白

に
つ
い
て
は
さ
ら
に
詳
細
な
設

定
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
箱
組
で
も
指
定
し
て
い

る
よ
う
に
、
箱
組
を
囲
む
罫
線

も
、
上
下
左
右
の
方
向
は
も
ち

ろ
ん
、
一
部
を
カ
ッ
ト
可
能
。

他
の
素
材
と
重
ね
た
際
に
線
が

被
ら
な
い
よ
う
に
も
出
来
る
。

ま
た
、
一
部
を
領
域
か
ら
は
み

出
す
指
定
も
Ｏ
Ｋ
。
こ
の
新
聞

の
４
面
に
あ
る
よ
う
に
、
罫
線

と
く
っ
つ
け
て
紙
面
に
一
体
感

や
迫
力
を
増
す
効
果
を
生
む
。

　
紙
面
と
は
別
に
、
箱
組
そ
の

も
の
へ
の
色
付
け
や
文
字
色
の

設
定
が
可
能
。
例
え
ば
、
黒
ペ

タ
背
景
に
白
抜
き
文
字
に
す
れ

ば
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
出
せ
る
。

　
箱
組
の
編
集
作
業
は
紙
面
と

ほ
ぼ
同
一
。
特
別
に
覚
え
る
操

作
は
な
い
。

　
箱
組
内
の
素
材
は
、
紙
面
と

同
様
に
作
れ
る
が
、
作
成
時
に

既
に
あ
る
記
事
や
画
像
を
同
時

に
取
り
込
め
る
。
作
成
後
に
親

紙
面
か
ら
持
っ
て
く
る
こ
と
も

当
然
可
能
だ
。

　
写
真
を
拡
大
・
縮
小
し
つ
つ
、

使
う
部
分
を
決
め
る
ト
リ
ミ
ン

グ
。画
像
の
一
部
を
隠
し
た
り
、

あ
る
い
は
特
に
強
調
し
た
い
部

分
だ
け
を
表
示
す
る
。
集
合
写

真
か
ら
１
人
の
顔
写
真
を
抜
き

出
す
こ
と
も
あ
る
。

　
本
ソ
フ
ト
の
ト
リ
ミ
ン
グ
は

元
の
画
像
に
影
響
を
与
え
な

い
。
何
度
で
も
や
り
直
せ
る
。

大
き
く
使
う
予
定
だ
っ
た
写
真

を
、
途
中
か
ら
小
さ
い
サ
イ
ズ

に
し
た
り
、そ
の
逆
も
可
能
だ
。

　
ト
リ
ミ
ン
グ
は
マ
ウ
ス
の
ド

ラ
ッ
グ
だ
け
で
直
感
的
に
行

え
、キ
ー
操
作
だ
け
で
も
可
能
。

大
き
く
は
マ
ウ
ス
で
、
細
か
な

調
整
は
キ
ー
操
作
、
と
使
い
分

け
る
と
楽
だ
。

　
新
聞
形
式
の
写
真
説
明
も
、

細
か
な
設
定
は
不
要
。
説
明
文

を
入
力
す
る
だ
け
だ
。
上
下
左

右
の
位
置
も
ボ
タ
ン
ク
リ
ッ
ク

だ
け
で
切
り
替
え
ら
れ
る
。

　
説
明
文
は
記
事
と
同
様
の
文

字
修
飾
が
可
能
。
ル
ビ
（
振
り

仮
名
）
や
一
部
の
ゴ
シ
ッ
ク
・

明
朝
化
、
さ
ら
に
署
名
部
分
の

末
尾
揃
え
な
ど
一
通
り
の
修
飾

が
出
来
る
。
ル
ビ
を
付
加
し
た

場
合
、
説
明
文
領
域
は
必
要
に

応
じ
て
自
動
的
に
拡
大
す
る
。

　
同
時
に
、
簡
単
な
画
像
や
説

明
文
へ
の
色
付
け
も
。
全
体
を

罫
巻
き
風
に
し
た
り
、
説
明
部

分
を
色
付
け
で
き
る
。

　
段
の
途
中
で
記
事
と
当
た
る

「
食
い
込
み
」
の
場
合
、
適
切

に
余
白
も
設
定
で
き
る
。

　
画
像
の
加
工
機
能
は
な
い

が
、
編
集
画
面
か
ら
好
み
の
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ソ
フ
ト
を
呼
び
出

せ
、
編
集
結
果
は
即
座
に
反
映

さ
れ
る
。

　
素
材
の
配
置
や
削
除
な
ど
あ

ら
ゆ
る
レ
イ
ア
ウ
ト
操
作
で
は

無
制
限
の
ア
ン
ド
ゥ
・
リ
ド
ゥ

が
で
き
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
操

作
ミ
ス
を
や
り
直
し
た
り
、
さ

ら
に
は
や
り
直
し
す
ぎ
た
の
を

元
に
戻
せ
る
。

　
ア
ン
ド
ゥ
・
リ
ド
ゥ
は
メ
ー

ン
画
面
だ
け
で
は
な
い
。
記
事

・
見
出
し
・
画
像
、
さ
ら
に
ノ

ン
プ
ル
と
、
素
材
の
す
べ
て
の

作
成
・
編
集
作
業
で
可
能
だ
。

　
記
事
編
集
画
面
で
は
、
一
文

字
ご
と
の
追
加
や
削
除
な
ど
変

更
の
た
び
に
ア
ン
ド
ゥ
情
報
が

蓄
積
さ
れ
る
。
見
出
し
の
場
合

は
、
文
言
は
も
ち
ろ
ん
、
背
景

や
文
字
修
飾
も
や
り
直
し
可

能
。
特
に
文
字
効
果
と
背
景
の

詳
細
設
定
中
は
、
細
か
な
設
定

ご
と
に
元
に
戻
せ
る
。
ま
た
画

像
の
場
合
、
ト
リ
ミ
ン
グ
は
も

ち
ろ
ん
、
説
明
文
の
編
集
も
対

象
に
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
メ
ー
ン
画
面
か
ら
記

事
・
見
出
し
・
画
像
を
作
成
・

編
集
す
る
と
、
メ
ー
ン
画
面
上

の
ア
ン
ド
ゥ
・
リ
ド
ゥ
情
報
は

ク
リ
ア
さ
れ
る
。こ
れ
に
よ
り
、

記
事
や
写
真
説
明
の
文
字
修
正

を
知
ら
ぬ
間
に
元
に
戻
す
な
ど

の
ミ
ス
は
防
げ
る
。

　
素
材
編
集
で
も
、
罫
線
の
線

種
変
更
な
ど
、
右
ク
リ
ッ
ク
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
行
う
操
作
は
、
ア

ン
ド
ゥ
・
リ
ド
ゥ
対
象
。
記
事

フ
ォ
ン
ト
変
更
も
体
裁
を
確
認

し
な
が
ら
試
行
錯
誤
で
き
。

　
ワ
ー
プ
ロ
や
エ
デ
ィ
タ
と
異

な
り
、
複
数
の
文
章
が
別
個
に

存
在
す
る
新
聞
紙
面
。
専
用
の

記
事
編
集
画
面
で
は
個
々
の
記

事
に
つ
い
て
、
普
通
の
エ
デ
ィ

タ
等
と
同
様
に
文
字
列
の
検
索

・
置
換
が
行
え
る
が
、
紙
面
全

て
の
記
事
等
を
対
象
に
一
気
に

文
字
検
索
す
る
機
能
も
備
え
て

い
る
。

　
記
事
だ
け
で
な
く
、
見
出
し

の
文
言
や
写
真
説
明
文
も
検
索

対
象
に
含
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り

紙
面
内
の
「
全
て
の
文
字
」
が

検
索
可
能
。
箱
組
内
ま
で
検
索

す
る
か
ど
う
か
も
選
べ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
記
事
だ
け
と
か
、
写

真
説
明
文
だ
け
を
対
象
に
も
出

来
る
。

　
例
え
ば

▽
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
と
「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
」
が
混
在
し
て

る
場
合
な
ど
の
用
語
の
統
一

▽
間
違
え
や
す
い
人
名
や
地
名

な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
に
役
立
つ
。

　
検
索
結
果
は
一
覧
表
示
だ
け

で
な
く
、
紙
面
上
で
も
ハ
イ
ラ

イ
ト
表
示
さ
れ
、
ど
こ
に
文
字

が
存
在
す
る
か
直
感
的
に
把
握

可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
編
集
中
の
紙
面
だ
け
で

な
く
、
指
定
フ
ォ
ル
ダ
内
の
す

べ
て
の
紙
面
フ
ァ
イ
ル
か
ら
の

全
文
検
索
も
可
能
だ
。
そ
れ
ぞ

れ
の
紙
面
に
、
指
定
文
字
列
が

い
く
つ
あ
る
か
、
一
覧
表
示
さ

れ
る
。
フ
ォ
ル
ダ
配
下
の
フ
ォ

ル
ダ
を
含
む
こ
と
も
除
外
す
る

こ
と
も
出
来
る
。

　
さ
ら
に
全
文
検
索
で
は<b>

や<ruby>

と
い
っ
た
タ
グ
文
字

列
を
検
索
対
象
に
含
む
か
ど
う

か
ま
で
選
択
可
能
。こ
の
た
め
、

た
と
え
ば
ル
ビ
を
振
っ
た
文
字

列
だ
け
を
探
し
出
す
こ
と
も
可

能
だ
。

紙面内の全素材から「新聞」を検索した結果。個々の文字は
赤で強調され、対象素材ひとつずつをハイライト表示できる

このＰＤＦはＣＣライセンスで配布さ

れ、営利・非営利を問わず自由に利用でき

ます。改変は不可です。

まったく同じ写真を使った２つの

画像。サイズの大きな左側より、

花部分をトリミングした右の小さ

な方が目立つ。なお、全体の大き

さ変更に伴い、写真説明文は自動

で２行に増えている。

冬のアスファルトにひっそりと咲く花

冬のアスファルトに
ひっそりと咲く花

　
作
成
し
た
紙
面
は
印
刷
し
た

り
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
す
る
だ
け
で
な

く
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
な
ど
の
画
像
と

し
て
保
存
で
き
る
。
新
聞
を
ネ

ッ
ト
の
サ
イ
ト
に
公
開
す
る
時

な
ど
に
役
立
つ
。

　
個
人
情
報
等
を
配
慮
し
て
、

一
部
を
ぼ
か
し
て
画
像
化
す
る

機
能
も
付
い
て
い
る
。例
え
ば
、

記
事
部
分
は
隠
し
た
り
、
あ
る

い
は
画
像
だ
け
は
ぼ
か
す
な
ど

の
処
理
も
可
能
。
ぼ
か
し
の
強

度
は
プ
レ
ビ
ュ
ー
を
見
な
が
ら

調
整
で
き
る
。

　紙面の欄外上部に置かれ

る。新聞名や日付などを記載

された部分。ワープロで言う

ヘッダーに近い。一般紙の場

合は版名（７版、13版など）

やページ種別（社会、スポー

ツなど）、さらに第三種郵便

物認可を記載している。

　４頁建て以上の新聞の場

合、ページ番号は奇数ページ

なら左端、偶数ページは右端

に置くのが通例。見開きで見

た場合、両端でページ番号が

分かるようにする。

　ノンブルは専用画面でプレ

ビューを見ながら簡単に設定

できる。文字列のサイズや修

飾設定は、見出しと共通。扁

平や地紋設定も当然できる。

　他素材と同様に雛形として

保存できるので、いったん作

ってしまえば、他の紙面から

呼び出して、日付やページ数

を変えるだけでよい。なお紙

面全体を雛形化した場合、当

然ノンプルも雛形化される。

　見出しで使う大きさの単

位。紙面の記事部分の文字サ

イズとの比率を表す。紙面記

事が９ptなら１倍は９pt、２

倍は18pt。

　文字サイズが異なる紙面で

も、１段の文字組が一緒なら、

「３段の見出しは○倍の○文

字」と覚えておけば、同じ効

果が得られる利点がある。小

さな見出しは２倍、通常は３

倍、トップに使うなら４倍、

といった具合。

　一般に、見出しの文字サイ

ズは1.5倍以上、記事本文文字

が扁平の場合は２倍以上を使

えば、紙面に埋没しない。

　他の単位を使いたい場合

は、見出し作成・編集画面で、

メニュー→［仕様単位と刻み

の変更］で設定できる。一般

的なポイント（Pt）なども使え

る。新聞業界で使われる「倍」

（1000分の11インチ＝2.2352

ミリ）とは別物で、こちらは本

ソフトでは「正倍」と呼ぶ。

　紙面の中で、枠線などで四

角に区切って記事等をひとま

とめにする組み方。「ボック

ス組」などとも言う。ワープ

ロの「テキストボックス」に

少し似ているが中に見出しや

画像が入れられるのが特徴。

　単調になりがちな紙面に変

化を付ける効果もある。一風

変わった話題や連載等で使わ

れることが多い。一般紙一面

の名物コラムはたいてい箱組

だ。縦組紙面に横組の箱を組

み合わせたりもする。一方で、

一番目立つトップ記事を箱組

にする手法もある。

　また紙面を複数の箱組だけ

で構成したり、紙面全体を箱

組にするケースもある。

　箱組では、段間を自由に拡

大し、そこに見出しを置いた

り、正段でない画像を置くこ

とも出来る。見出しや画像の

矩形は［またぎ］属性となり、

記事がまたいで流れるのが通

例。一般に段罫はない。


